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特集今年で20周年！
Ruby City MATSUEプロジェクト



※2024年3月に、「Ruby City MATSUE」を事業化支援などの新しい視点を加えた
 「Ruby City MATSUE 2.0」へバージョンアップしました。

問い合わせ／新産業創造課　☎55-5090

本市は2006年からプログラミ
ング言語「Ruby」を軸としたIT
産業振興プロジェクト「Ruby 

City MATSUEプロジェ
クト」を推進して

います。

今年で20周年！今年で20周年！

Ruby City MATSUE

プロジェクト

Ruby City MATSUE

プロジェクト

「Ruby」とは？

開発者のまつもとゆきひろ氏（本市名誉市民)

本市在住のまつもとゆきひろ氏が開発したプログラミング言語で、従来の言語に比べて簡易で効率の
良いプログラミングが実現でき、世界中から注目されています。
※プログラミング言語…コンピューターに対して命令を行うための言語

松江市からの応援もあって、Rubyは世界中で広く使われるようにな
り、有名なWebサービスを含めて数限りないほどのプロダクトで採
用されています。皆さんが日々お使いのサービスも、Rubyを使って
動作しているかもしれません。
上定市長がリーダーシップをとって推進されている「Ruby City 
MATSUE 2.0※」においては、これまで以上に地元の産業振興や
DX、そして人材育成に焦点を当てています。松江市がこれからも名
実ともに「Rubyで栄える街」として歩みを進めていくことを、楽し
みにしています。

Ruby City MATSUEプロジェクトは今年で20周年を迎えました。
これからも、挑戦する人を応援し、新しいアイデアやビジネスが生まれる環境づくりと、

次代を担う人材育成に取り組みます。

下記イベントは、どなたでも参加できます。
ぜひチェックしてみてください！

各イベントの内容などは順次更新予定です。詳細は各イベントホームページなどをご確認ください。

とき
場所
HP

7月１１日㈯
松江テルサ１F テルサホール
 OSC2026 Shimane で検索

Open Source Conference
2026 Shimane

とき
場所
HP

12月3日㈭・４日㈮
くにびきメッセ
 RWC2026 で検索

RubyWorld 
Conference 2026

とき
募集
HP

９年２月開催予定
８月ごろ募集開始予定
 MATSUE Tech-Product Award 2027
で検索

MATSUE Tech-Product
Award 2027

あなたが使っているサービスにも、
Rubyが使われているかも？

左記サービスは、島根県が開催する「Ruby biz Grand 
prix」において、「Ruby」を活用した優れた新ビジネスと
して評価され、大賞を受賞した企業のサービスです。
※クックパッド㈱は「クックパッドマート」というサー
　ビスで大賞を受賞

Rubyが使用されているサービス例Rubyが使用されているサービス例

株式会社タイミー クックパッド株式会社 RIZAP株式会社

Ruby City MATSUE プロジェクトの取組

◆Ruby関連イベント

松江から「新しいITプロダクト」を生み出すためのアイ
デアと挑戦を評価するコンテストの開催

「新しいITプロダクト」 アイ
デアと挑戦を評価

夢を応援！夢を応援！ IT×アイデア

MATSUE Tech-Product Award

Rubyで動く、カニをモチーフにしたロボットを指定のコー
スで走行させて点数を競い合う大会の支援

カニをモチーフにしたロボット

人を育てる！人を育てる！
Ruby×ロボコン

Matz葉がにロボコン(こども向けプログラミングコンテスト)

市外のIT企業などに松江に滞在してもらい、サテライト
オフィスでのテレワークや地域交流を通じて松江の魅力
を体感してもらう取り組み

松江の魅力
を体感してもらう

企業を呼ぶ！企業を呼ぶ！
IT企業誘致
40社以上

松江式ワーケーション

Rubyをきっかけにした台湾のエンジニアとの交流や、
インドIT人材のインターンシップの受け入れ
＊「圏域」とは、中海・宍道湖・大山圏域市長会を構成する松江市・米子市・出雲市・
　境港市・安来市をさします。

インドIT人材のインターンシップの
＊「圏域」とは、中海・宍道湖・大山圏域市長会を構成する松江市・米子市・出雲市・
　境港市・安来市をさします。

仲間作り！仲間作り！
インド・台湾との

交流

海外のエンジニアとの交流

2025年～
全国から

102組参加

2020年～
148社

264人が
参加

2023年～
計85組が

参加

2017年～
圏域*で

88人受け入れ
18人就職
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用されています。皆さんが日々お使いのサービスも、Rubyを使って
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DX、そして人材育成に焦点を当てています。松江市がこれからも名
実ともに「Rubyで栄える街」として歩みを進めていくことを、楽し
みにしています。

Ruby City MATSUEプロジェクトは今年で20周年を迎えました。
これからも、挑戦する人を応援し、新しいアイデアやビジネスが生まれる環境づくりと、

次代を担う人材育成に取り組みます。

下記イベントは、どなたでも参加できます。
ぜひチェックしてみてください！

各イベントの内容などは順次更新予定です。詳細は各イベントホームページなどをご確認ください。
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あなたが使っているサービスにも、
Rubyが使われているかも？

左記サービスは、島根県が開催する「Ruby biz Grand 
prix」において、「Ruby」を活用した優れた新ビジネスと
して評価され、大賞を受賞した企業のサービスです。
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Ruby City MATSUE プロジェクトの取組

◆Ruby関連イベント

松江から「新しいITプロダクト」を生み出すためのアイ
デアと挑戦を評価するコンテストの開催

「新しいITプロダクト」 アイ
デアと挑戦を評価
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Rubyで動く、カニをモチーフにしたロボットを指定のコー
スで走行させて点数を競い合う大会の支援

カニをモチーフにしたロボット

人を育てる！人を育てる！
Ruby×ロボコン

Matz葉がにロボコン(こども向けプログラミングコンテスト)

市外のIT企業などに松江に滞在してもらい、サテライト
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Rubyをきっかけにした台湾のエンジニアとの交流や、
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＊「圏域」とは、中海・宍道湖・大山圏域市長会を構成する松江市・米子市・出雲市・
　境港市・安来市をさします。
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仲間作り！仲間作り！
インド・台湾との

交流

海外のエンジニアとの交流

2025年～
全国から

102組参加

2020年～
148社

264人が
参加

2023年～
計85組が

参加

2017年～
圏域*で

88人受け入れ
18人就職

03 市報松江 2026.7


	2026_7 表1
	2026_7 P2-3
	P4 まちかどダイアリー
	P5 市長コラム・町自連
	P6 八雲エピソード・安居楽業
	2026_7 P7
	2026_7 P8
	P9 国政調査・継承センターＳ
	2026_7 P10
	2026_7 P11
	P12-13 子育て・健康福祉S
	2026_7 P14
	P15-21 情報ひろばＳ
	P22-23 でかけてＳ
	2026_7 P表4



